
3  沖 積転換畑における大豆の安定栽培法 て農試県南分場 )

( 1 )背 景 とね らい

転換畑における農作4カの安定多収技術の確立が急がれている
tこ
とから、転作大豆に関する試

験の中から①作則と設栖密度、C服 害嵯減方策、⑤県南内陸部における
マメシンクイガの防除

適期について参考に供する。

( 2 ) 技術 内 容

1)作 期と殺植密度

! ①  好 適栽植密度について

沖積転換畑でもナンブシ'メ、ヨケシジととも1本立で10a当たり
19000～ 11,000本

!   (例  畦 巾70す,文株間 10～ 15c材)が 多収である。

l  ②
 ナ ンブシロタの兜播適応性について

ナウブシロ は`ョヶシジロなみに晩播 (6月 下旬 )適応性が高い。

1  2)湿 害軽減方策 |

転換Atgでは講阿り(側溝 )、階渠などの排水対策が基本となるが、耕極的には適期培土が

かなり右効である。とくに湿潤条件では早めに行って生育の促進につとめる。

3)県 南内陸翻3におけるマメシンクイガの防除適期。                 i

薬剤防除の適脚は8月舞6半句(26～ 31日 )である。

( 3 )試 験成績の概要

1)作 期と裁植密度

表 1 . 供試 条 件

区別 品稲
播種期

(月。日)

畦f規(ご″)

X株 問 ( C純)

株 数

G 札 / ″a )

問  引

(月。日)

土  寄

(月。日)
考備

1

2

3

4

5

コ

ケ

シ

ジ

ヨ

昼

Q

24

24

11

25

25

7 0 X 抑

13

13

13

10

714

1099

1099

1 099

1429

宅  6

6

6

20

2 0

7  12

12

12

2 3

2 3

施胆 量 (各 区共通 )

N    Q2【 夕/a

P 2 0 5  ・ 0  ″    |

K 8  0  ■ 0  ″    |

堆肥 150降 /a

l株 1本立

６

７

８

９

０

ナ
ン
プ
シ
ロ
メ

玉

住

24

24

11

25

25

70X20

13

13

13

10

7 1 4

1, 099

1,099

1. 099

1 , 2 9

7  6

6

6

20

20

7  12

12

12

23

2 3
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表 2 生 育 調 査

成 熟 畑 生 育 量

着 爽 数 ひ)

株当りI Pa2当り

9 1 , 1

69 6

723

5■ 9

58 4

発 芽 期 1 開7 を期 1 成舞t 期

(月S日)|(月 。日)1(月 中日)

651

764

794

603

719

609

741

732

564

627

1& 4

1 & 3

1は 1

1 4 1

l a  7

1&4

140

18 o

la 2

1&2

6  3  1   7 12   1  〕 α ll

3  1     14  1     11

17  1     28  1     15

' 1 1  8 7 1  2 4

1  1      7  1     24

1

2

3

4

5

無

無

無

無

無

一
中

中

中

無

無

表 3 収 量 調 査

区  別

全  重

α7/a)

子 実 童

(K7/a)

障害粒率 ( % ) 層 粒 重

(R?/a)

百 粒 重

(夕 )

形  重

(ア)紫 斑 褐 斑 虫 害

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

66 8

729

4a 8

4&2

4&2

7& 2

88 7

741

725

7a 0

31,0

364

2 & 3

2 1 , 9

2 2 3

& 6

1 a 9

1 6 4

& 3

2 . 6

2 2

2 1

Q 7

1 , 8

1 . 2

1 . 7

2 2

5 8

5 2

4 9

1 . 5

Q 6

1 . 4

t 1 8

Q l

2 8 4

2宅2

244

2&7

2&3

732

782

730

732

726

35 0

3a 6

348

347

3ユ 5

6 7

豊 4

は 6

8 9

1 . 3

6 8

6 6

Q 4

Q 5

Q 4

2 2

L 6

1 . 6

1 . 4

1 . 3

Q 3

は 5

Q 2

Q 3

Q 4

272

271

262

273

2n9

719

717

715

715

715

表 4 晩 播収量比較

年 次 品  種
標  播

(しイa )

晩  播

(K7/a)

対 標 描

指数(%)

対標播ヨケ

シ指数(%)
備 考

昭 5 2
ヨケシジ甲

ナンブシ,メ

21,3

189

17 2

1 9 3

81

102

81

91

畑  標 蒲 5月20日、70c″Xl輸

晩播 6月20日、60c″xl乾"

崎召53
ヨケシジロ

ナンプン,メ

24.8

23 3

11.0

1&2

４

　

２

４

　

８

弘
　
７７

畑  標 播 5月20日、7∝ヵxl輸

晩播 7月 4日、60cttx 15c材

昭 5 4
ヨケシジわ

ナンプカ メ

3Q4

39 6

2 1 , 9

3 4 . 7

０

　

０

６

　

８

６

　

９

転換畑認 播 5月24日、70cttX臨∽

晩播 6月25日、  〃

平 均
ヨヶシジ,

ナンプンロメ

27 5

27 3

1 6 7

24.4

61

89

６

　

８
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① 好 適殺補密度

ナンプシ「メ、コケシジロの商品種とも、5月 24日 播の1,099A/aで 最多収を示し

た。これは子実量と相関の高い企重が最も多く、材当着爽数が確保されたことによる。

② ナ ンプシロメの晩播通応性

ナ/プ ンロィは3カ年ともヨケシジロより多収を示したことから、ヨケシジロなみの晩

播適応性を有するも

2)湿 害軽減方策

菱-1 供 試条件

付図 地 下水位の変化
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7  4
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7  4

7  4
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表 2 生 育 調 査

区  名
発芽率

( % )

開 花 期

( 月日)

成 熟 期

( 月日 )

車 丈 O材)

百羽 & 30

主 茎 長

O筋)

節  数

(筒j )
一舶
体L地下水位高

2 ″  高

ユ  ″  中

4   ″  低

967

96 0

94.4

7 15

7 18

7 16

ll1 14

l Q  1 0

10  8

241

24、1

267

9Q5

10工5

991

111.3

474

592

39 1

6a 3

1 4 2

1 ユ4

1 5 4

は

d

d

7

一
数

‥♪

Ｆ

６

２

３

一

区  名
葉身 N濃度(%) 葉  面  積 (cル体 ) 乾 物  量 (夕力″)

6 22 & 4 6 22 & 4 a 4 6 22 8 4 a 4

1.地下水位高

2. ″  高

& ″  中

生   ″  イ氏

2 9 9

4.96

■ 4 6

4. 13

■ 79

481

173

174

2】8

4,875

岳716

7538

4 6 3 9

5 4 1 4

島816

Q 5 1 2

6 7

6 2

& 3

197

299

847

563

620

781

806

表 3 収 量 調 査

区  名

全 重

( K r 7 / a )

子 実 重

(K7/a)

株 当

薬 数

(ケ)

,ガ 当

蒸 数

(ケ )

株 当

粒 抜

鍋 )

催
鞠
ω

爽  当

平均粒数

他 )

百 粒 重

(夕 )

1.地下水位高

2  ″   i寄

a  〃  中

4  〃  低

77 1

972

87 5

8■ 7

325

4α 8

4&7

3ra 2

7 岳3

8Q0

888

86 1

538

571

634

615

1 9 & I

2 1 & 0

23Q7

211,4

1,394

1,586

1,648

1 , 5 1 0

259

2 6 9

2 6 0

246

25 6

27 0

27 0

2は 2

① 発 芽期間の土駆水分は地下水位高で30%前 後 (PF定 伯 1.1付近 )地下水位中およ

び低で25%前 後 (P「 維定値と4付近 )である。発芽率は一般に高かったが、しかし

発芽期間の麦面停滞水がみられる状態でti発芽率が低下する。

② 地 下水高(1、 2区 )条件で増上のおくれた 1区が生育抑制をうげ、収量も低下した

ことから適期培上がかなり有効である。

3)県 南内陸部における防除適期  ｀
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図 1 マ メシンクイガ発般消長

(昭和 54年 )
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図 2 産 卵加害消長
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調  査  月  日

① ブ ランクライトによる成虫の発生消長

8月 2半旬～9月 2半句まで誘殺され 8月 4～ 5半旬に発触ピークがみられ、50%誘

殺日は 8月 23日 であった。

② 掬 取り調査による成虫の治長   t

3月 4半句～9月 2半旬まで採集され 8月 5半句～9月 1半旬にピークがみられ′た。ブ

ラックライトの結果よりもピークが遅れたが産卵消長に近似する。   :

③ 産 卵消長調査

8月 3半句から9月 8半旬まで産卵がみられ8月 6半句～9月 1半句に急増しピークに

達した。この時期が薬剤散布の適期である。

③ 加害泊長調査

産卵がみられるようになった後2～3週間で幼虫の加害がめだち始め10月上旬まで加

害がみられた。老熟幼虫は9月下旬～10月上旬に爽から脱出し土中に入り越冬すると
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